
ボランティアセンター通信 （１）６８号 平成２３年９月１日   

編集発行：寝屋川市社会福祉協議会ボランティアセンター 

電話：０７２－８３８－０４００ 

URL  http://www.neyagawa-shakyo.or.jp 

 

おもな Contents： 
□木屋校区ボランティア部会 

 無理せず できる時にするのが 

 ボランティア 

□ボランティア体験プログラム 

 参加感想 

□子ども相手に手作り 

ボラティア 

 

 
 

中
学
校
か
ら
４９
人
の
生
徒
が

参
加
し
て
大
き
な
絵
本
を
手

に
、
読
み
聞
か
せ
の
練
習
を
し

ま
し
た
。
し
た
。 

 

準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
お
も
い 

□
中
学
生
が
練
習
し
た
読
み
聞

か
せ
の
成
果
を
地
域
で
発
揮

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
気

持
ち
を
体
験
し
て
く
れ
る
の

が
一
番
の
思
い
で
す
。 

□
彼
ら
の
先
輩
た
ち
も
、
地
域

の
保
育
所
や
お
年
寄
り
の
前

で
発
表
し
て
、
み
な
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
、
活
動
の
場

が
増
え
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。
校
区
な
ど
で
ご
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

受
講
し
た
中
学
生
の
お
も
い 

□
は
じ
め
は
少
し
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
、
絵
本
の
お
も
し
ろ

さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

み
ん
な
の
前
で
読
ん
で
、
喜
ん

で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
。 

 寝屋川市地域コーディネーター連絡会では、毎年

夏休みに中学生を対象に「絵本の読み聞かせ講習

会」を開いています。修了生は保育所や地域のいき

いきサロンなどでの活動を予定しています。 

 

８
月
２
日
と
５
日
の
両
日
、

寝
屋
川
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
で

開
か
れ
た
講
習
会
に
は
市
内
６

中
学
交
か
ら 

 

講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

ま
し
た
。 

 

読
み
聞
か
せ
の

先
生
か
ら
は
、
本
の

持
ち
方
か
ら
角
度
、

声
の
出
し
方
な
ど

も
習
い
、
講
習
会
終

盤
の
発
表
会
で
は

各
自
で
選
ん
だ
本

を
読
み
上
げ
て
い

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
主
催
し
た

寝
屋
川
市
地
域
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

連
絡
会
の
ス
タ
ッ

フ
も
ポ
ス
タ
ー
づ

く
り
か
ら
会
場
の

設
営
、
大
型
絵
本
の

取
り
そ
ろ
え
な
ど

の 

↑
先
ず
は
先
生
の
お
手
本
か

ら
・
・
・「
ん
～
、
じ
ょ
う
ず
に

で
き
る
か
な
」 
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ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

細
く
長
く
続
け
て
行
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 

し
み
の
一
つ
で
す
。 

 

毎
月
第
２
木
曜
日
の
定
例
会

は
、
役
員
７
人
が
当
番
制
で
司

会
を
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
の
調
整
会

議
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
活
動
は
、
決
し
て
無
理
を

せ
ず
で
き
る
時
に
す
る
の
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

細
く
長
く
続
け
て
行
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 

 

 

 

 中央校区でボランティア活動に関心のあ

る人を対象に、京都光華女子大学准教授の石

井 祐理子さんと同校区ボランティア部会

の皆さんをお迎えして、講座「私たちの地域

で一緒にボランティアしましょう！」を開き

ます。 

日 時：10月3日（月）10：00～12：30 

会 場：八坂町公民館 

主 催：社協ボランティアセンター 

    中央校区福祉委員会ボランティア部会 

内 容：ボランティア活動の基礎と心構え他 

 

木
屋
校
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部

会
は
３０
人
の
部
員
で
活
動
し

て
い
ま
す
。 

 

２０
年
来
の
年
中
行
事
と
し

て
・
手
作
り
マ
ド
レ
ー
ヌ
持
参

で
友
愛
訪
問
・
福
祉
映
画
会
・

研
修
会
・
木
屋
小
学
校
の
福
祉

体
験
学
習
の
手
伝
い
、
ま
た
校

区
在
住
の
６５
歳
以
上
の
皆
さ

ん
と
の
ミ
ニ
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

植
物
の
散
策
や
、
時
に
は
現
地

で
手
作
り
カ
レ
ー
や
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
で
盛
り
上
が
り
、
参
加
者

の
方
は
久
し
ぶ
り
の
再
会
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
。 

 

毎
月
第
２
木
曜
日
の
定
例
会

は
、
役
員
７
名
が
当
番
制
で
司

会
を
務
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
の
調
整
会

議
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
活
動
は
、
決
し
て
無
理
を

せ
ず
で
き
る
時
に
す
る
の
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

細
く
長
く
続
け
て
行
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

 

↑みんなでバーベキューを楽しみ

ました＝男山レクリエーションセ

ンター 

 

→風船贈りゲームで一汗かきまし

た＝池田城跡公園 

 

 ♪塗り絵のサイトをご紹介♪ 

http://nurie.main.jp/nurie/daishi.html 

ぬりえやさん＝いろいろなジャンルの原画を

無料でダウンロードできます。子ども向けです

が、成人も充分楽し 

むこができるので、 

ちょっと時間のある 

ときに試してみるの 

も・・・・切って小 

物づくり（→）もで 

きます。 
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ボランティア活動調整報告  【当ボランティアセンター取り扱い調整分（施設・団体に限定）】 

月 活 動 日 
活  動  先 
〔施設・団体〕 

活動分野 活動内容 
人
数 

対   応 
〔ボランティア・校区・団体〕 

６ 

2・9・23・30 スペシャルオリンピックス 障 害 者 活動支援 9 個人 

4・10・12・15・
24・28 ・29 

グリーンヒル淳風 高 齢 者 行事援助 14 
明徳宇谷・東・明和 
梅が丘・個人 

5 高柳６丁目自治会 地  域 行事援助 5 ほほえみ隊 

7 さくら草 身体障害 訓練補助 2 成美 

12 新仁和寺自治会 地  域 行事援助 1 百楽の会 

13・14・15・16 
17 

清徳デイサービス 高 齢 者 行事援助 15 木屋・北・個人 

21 健康増進課 乳 幼 児 保  育 7 神田・楠根・啓明 

21・28 
いちょう園小規模多機
能ホーム 

高 齢 者 行事援助 4 明和・梅が丘 

27 ボランティアセンター  通信折込 3 個人 

28 ・30 十字の園デイサービス 高 齢 者 行事援助 2 個人 

7 
 

2・3・8・15・16・
22・27 

グリーンヒル淳風 高 齢 者 行事援助 14 明徳宇谷・東・明和・個人 

3 いちょう園 高 齢 者 行事援助 11 矢車草の会 

4・11・14・15 十字の園デイサービス 高 齢 者 行事援助 6 個人 

5 さくら草 身体障害 訓練補助 2 西 

5・19・26 ディサービス友・遊 高 齢 者 行事援助 6 東 

7・14・21・28 スペシャルオリンピックス 障 害 者 活動支援 11 個人 

12・26 
いちょう園小規模多機
能ホーム 

高 齢 者 行事援助 4 明和 

15 
中神田町老人クラブ 
松壽会 

高 齢 者 行事援助 1 百楽の会 

19 健康増進課 乳 幼 児 保    育 7 堀溝・国松・点野 

20・25・27 
河北病院通所リハビリ
ステーション 

高 齢 者 行事援助 12 
百楽の会・夢楽ライブ一座 
美鈴会 

22 グループホームつかさの家 高 齢 者 行事援助 7 河北民踊民踊同好会 

25 ボランティアセンター  通信折込 2 個人 

 

「
寝
屋
川
市
立
す
ば
る
・
北
斗
福
祉
作
業

所
」（
１８
歳
以
上
の
知
的
・
身
体
障
害
を
持

っ
た
人
達
が
作
業
を
通
じ
て
日
常
生
活
や

就
労
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
し
な
が
ら

過
ご
し
て
い
る
）
で
は
、
生
活
介
護
・
就
労

移
行
・
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
３
つ
の
事
業

か
ら
な
っ
て
お
り
、
木
工
科
、
園
芸
科
、
軽

作
業
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
科
な
ど
７
分
野
で
の
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
う
ち
、
ネ
ジ
式
の
フ
ッ
ク
の
袋
詰
め

作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
企
業
へ
出
す
商
品

と
な
る
た
め
、
フ
ッ
ク
の
向
き
な
ど
入
れ
方

に
も
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
、
特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
「
知

的
障
害
の
あ
る
メ
ン
バ
ー
に
は
、
同
じ
作
業

内
容
で
も
各
自
に
あ
わ
せ
た
工
程
を
職
員

が
見
極
め
て
、
や
り
方
を
工
夫
し
、
声
か
け

や
見
守
り
の
中
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
重
度
の
障
害
を
持
っ
た
人

達
と
一
緒
に
過
ご
し
、
食
事
や
排
泄
等
の
生

活
時
間
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
を
大
事

に
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
普
段
は
関
わ
る
こ

と
の
な
い
経
験
が
で
き
て
、
知
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
し
た
。 

 

「夏のボランティア体験プログラム」

の参加者に感想をお聞きしました。 
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 「タウンくる」（市内を走るミニバス）に乗っ

て、ボランティアセンターへの道すがら秦八丁

の交差点に差しかかった時、90歳ぐらいの女性

が信号を見間違えたのか、赤で横断歩道を渡り

はじめました 

 交通量の多い交差点で、運転手も徐行せざる

を得ない状態。車中の自分もなすすべもなくハ

ラハラしながら老女に釘付けになっていたその

時、側道を自転車で走っていた 50 ぐらいの男

性が飛び降りて、倒れる自転車にも構わず老女

に駆け寄り、優しく歩道に誘導していました。 

 この様子にホッとしながら、男性の機敏で優

しい行動に清々しさを感じることのできた瞬間

でした。             （新宅） 

 

 

 

私
は
、
２
０
０
２
年
に
沖
縄

県
那
覇
市
に
移
住
し
、
陶
芸
の

工
房
で
シ
ー
サ
ー
専
門
と
し
て

働
い
て
お
り
、
そ
の
間
、
観
光

客
や
地
元
の
小
学
生
を
相

手
に
、
シ
ー
サ
ー
の
１
日
体
験

教
室
の
講
師
な
ど
も
勤
め
て
い

ま
し
た
。 

沖
縄
に
住
ん
で
い
た
期
間
は
２

年
間
で
す
が
、
そ
の
後
も
、
陶

芸
に
限
ら
ず
、漆
喰
シ
ー
サ
ー
、

絵
画
、
小
麦
ね
ん
ど
等
で
作
品

を
作
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

現
在
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
、
大

阪
府
寝
屋
川
市
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
作
品
を

作
る
事
は
好
き
で
、
色
々
な
物

に
手
を
出
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

人
に
教
え
る
事
も
好
き
な
の

で
、
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
広
報
に
載
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

個
人
・
団
体
、
問
い
ま
せ
ん
。 

絵
や
陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、

又
は
、
陶
芸
の
焼
く
窯
を
持
っ

て
な
い
方
で
、
粘
土
細
工
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
小
麦
ね
ん
ど

等
を
使
っ
て
、
人
形
や
動
物
の

置
物
を
教
え
る
事
が
出
来
ま

す
。 

絵
や
ね
ん
ど
細
工
は
、
想
像
力

を
高
め
、
老
化
防
止
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  絵
は
、
パ
ス
テ
ル
、
水
性
色
鉛

筆
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
・
・
・

な
ど
を
使
用
し
ま
す
。 

使
う
用
具
に
よ
っ
て
、
描
く
絵

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。 

ご
興
味
、ご
関
心
の
あ
る
方
は
、

ま
ず
は
一
度
、
総
合
セ
ン
タ
ー

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 

（
大
阪
府
寝
屋
川
市
・
西
山
陽

子
） 

 

沖
縄
に
住
ん
で
い
た
期
間
は

２
年
間
で
す
が
、
そ
の
後
も
陶

芸
に
限
ら
ず
、漆
喰
シ
ー
サ
ー
、

絵
画
、
小
麦
粘
土
で
作
品
を
作

っ
て
お
り
ま
す
。 

 
現
在
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
寝

屋
川
市
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
が

相
変
わ
ら
ず
作
品
を
作
る
こ
と

は
好
き
で
、
色
々
な
物
に
手
を

出
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

人
に
教
え
る
事
も
好
き
な
の

で
、
今
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
広
報
に
載
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

個
人
・
団
体
、
問
い
ま
せ
ん
。 

絵
や
陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、

又
は
、
陶
芸
の
焼
く
窯
を
持
っ

て
な
い
方
で
、
粘
土
細
工
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
小
麦
ね
ん
ど

等
を
使
っ
て
、
人
形
や
動
物
の

置
物
を
教
え
る
事
が
出
来
ま

す
。 

絵
や
ね
ん
ど
細
工
は
、
想
像
力

を
高
め
、
老
化
防
止
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  絵
は
、
パ
ス
テ
ル
、
水
性
色
鉛

筆
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
・
・
・

な
ど
を
使
用
し
ま
す
。 

使
う
用
具
に
よ
っ
て
、
描
く
絵

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。 

ご
興
味
、ご
関
心
の
あ
る
方
は
、

ま
ず
は
一
度
、
総
合
セ
ン
タ
ー

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 

（
大
阪
府
寝
屋
川
市
・
西
山
陽

子
） 

 

が
好
き
で
、
色
々
な
物
に
手
を

出
し
て
い
ま
す
。
人
に
教
え
る

こ
と
も
好
き
で
す
。 

絵
や
陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方

ま
た
は
、
陶
芸
の
焼
く
窯
を
持

っ
て
な
い
方
で
、
粘
土
細
工
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
小
麦
粘
土

な
ど
を
使
っ
て
、
人
形
や
動
物

の
置
物
を
教
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

絵
や
粘
土
細
工
は
、
想
像
力

を
高
め
、
老
化
防
止
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  絵
は
、
パ
ス
テ
ル
、
水
性
色
鉛

筆
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
・
・
・

な
ど
を
使
用
し
ま
す
。 

使
う
用
具
に
よ
っ
て
、
描
く
絵

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。 

ご
興
味
、
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、

ま
ず
は
一
度
、
総
合
セ
ン
タ
ー

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 
 
 

（
大
阪
府
寝
屋
川
市
・
西
山
陽

子
） 

 

を
高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

絵
は
、
パ
ス
テ
ル
、
水
性
色

鉛
筆
、
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
・
・
・

な
ど
を
使
用
し
ま
す
。
使
う
用

具
に
よ
っ
て
、
描
く
絵
も
変
わ

っ
て
き
ま
す
。 

興
味
、
関
心
の
あ
る
方
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

□
対
象
者
と
活
動
地
域
に
つ
い

て
は
、
要
相
談 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個
人
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

西
山
陽
子 

最
新
版 

 

 

こんな作品に挑戦で

きます＝いずれも西

山さん作 

 

←
手
作
り
絵
葉
書 

↓
木
の
枝
や
葉
っ
ぱ
が

描
か
れ
た
陶
板
と
小
鳥 

 

 

当協会では引き続き東北地方大

震災の義援金を募集しています。 

なお、ご協力いただきました義

援金は「日本赤十字社」を通じて

被災者の皆さまにお届けします。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
月
・
水
・

金
曜
日
の
午
前
１０

時

か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

相
談
員
が
皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
し
て
の
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。（
上
記
以

外
は
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
担
当
者
が
対
応
） 

 


